


















































































































































































































































































































































































































楽しい ５７ ６１ ５３
どちらかといえば、楽しい ２６ ２１ ２７
どちらかといえば、楽しくない ３ ５ ７
楽しくない １ ０ ０
表２．学校の音楽科に関する領域ごとの印象
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とりぼっちなど）について「そう思わない」がより強められるという結果となった。
またこれらの中で唯一極端に振れなかったのが「難しい」というキーワードに対す
る結果である。若干「難しいと思わない」方向に動いたが、それでもまだイベント後
の状況で見れば「簡単とは言い切れない」ようである。（イベント前平均２．２１５２、イ
ベント後平均２．７６２５、最小値１～最大値５、数値が小さいほど「難しいと思う」）
ただ「図６」にもあるように、イベント後に「楽しい」という項目において殆どの
子ども達が「そう思う」としていることもあり、結果として電子楽器に対して「少々
難しいけど楽しかった」ということを示している。つまり電子楽器による曲を奏でる
活動が、非常にやりがいのあるものであったということを示すものであると考える。
その他では「授業で使って欲しい」という項目でも「そう思う」とする割合が高く、
イベント後ではその印象がより強まっている。学校における音楽の授業において、電
子楽器について扱う内容について行われたとしても、子ども達は興味を持って受け入
れられる可能性があると言える。
Ⅵ．今後の課題
以上から、シンセサイザーをはじめとする電子楽器が、今やその機能を保ちつつも、
子ども達の手に届く価格帯にまで低廉化してきており、またその電子楽器が「楽譜」
と「表現」「鑑賞」をつなげるツールとなる可能性を示した。その上で、実際に電子
楽器の楽しさを子ども達に伝える事例を紹介し、そこで行ったアンケートによって、
電子楽器に対する「難しいけど楽しい」「学校の授業でも使いたい」という子ども達
の前向きな意欲、やりがいが存在することが示された。
ただしこれらの結果を基にして、実際の学校に対し電子楽器やシンセサイザーによ
る音色づくりや音楽づくりの授業を展開できるかというと、まだ不十分といえる。
まず今回のアンケートの対象者自体が、神奈川県内の「ＫＯＲＧ ＤＳ－１０」とい
う音楽ツールを用いたイベントに参加した子ども達であり、その半数が学校以外での
楽器経験を持っているという属性を伴った結果だということである。今後「キャラバ
ン」以外の場、そして他の地域において同様のアンケートを実施し、同じような結果
が出るかどうかを検証しなければならない。
また「電子楽器による音楽づくり」の活動について学校教育現場への適用を考える
と、今回事例紹介した「キャラバン」の方式自体が、多数の指導者によって支えられ
ており、そのままでは適用が難しいという点である。
特に子ども達全員を対象とする「電子楽器による音楽づくり」の取り組みでは、全
国的に学校内外のみならず社会全体で見ても、極端に事例に乏しいのが現状である。
これは、ようやくこの２～３年で電子楽器自体が「子ども達の誰もが手に出来る」状
況なのである意味当然であろう。
しかし電子楽器の持つ、これまでの楽器では持ち得ないさまざまな性質を活かして、
「創造的に音楽にかかわり」「基礎的な表現の能力を高め」「音楽表現の喜びを味わ
う」（小学校学習指導要領より）可能性は、追求を続ける価値があると考える。
そのためにも、今後は以下の項目について継続して研究を続けたいと考える。
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①他の地域の子ども達に対する、音楽の授業や電子楽器に対する印象の調査。
②「キャラバン」の形式の内容を、多人数の指導者を介さず、無理なく子ども達に
電子楽器による音楽づくりの技術や楽しさを身につけることができるカリキュラ
ムの開発。
③デジタル楽器の活用法に関する、子ども向けテキストブックの開発。
④学校における音楽科の歴史的経緯を踏まえ、デジタル楽器が音楽科学習指導要領
の目標達成に有効であることを示すための、更なる文献調査。
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